
所沢市はチャレンジ25キャンペーンに参加しています
問い合わせ　環境総務課
　　　　　　☎2998-9133  52998-9394

　私たちは、さんさんと輝く太陽の恵みを受けて暮らしています。
太陽の光は、地球を明るくしたり、暖めたり、植物を育てたりし
ています。太陽光発電システムは、発電時に地球温暖化の原因と
なるＣＯ₂を出さない地球にやさしいエネルギーです。太陽のエ
ネルギーを有効に活用することは、低炭素社会に向けて重要なテ
ーマといえます。

◆太陽のエネルギーはどれくらい？
　地球上に到達する太陽のエネルギーは、快晴時には１㎡あたり
約１kWあります。もしも地球上に降り注ぐ太陽のエネルギーを
100％利用できるようになると、世界の１年間のエネルギー消費
を約１時間で賄うことができると言われています。そのうえ、太
陽の光は枯渇することのない無限のエネルギー資源です。

◆家庭で利用できる太陽のエネルギー
　太陽光発電は、太陽のエネルギーを吸収して電気に変える発電
システムです。日本中どこでも利用可能で、設置する場所の広さ
に合わせて規模も選べます。発電システム設置時の補助金制度が
あるほか、電気事業者による太陽光発電の余剰電力を買い取る制
度もあります。
　太陽の熱を集めて給湯や暖房に利用する太陽熱利用には、太
陽熱温水器・ソーラーシステムな
どがあります。太陽のエネルギー
を効率的に利用できるシステムで、
風呂、シャワー、キッチンなどへ
の給湯のほか、暖房や温水プール、
温室の加温など、幅広い用途が可
能です。

　所沢市には、住宅用太陽光発電
システムに補助制度が、太陽熱温
水器・ソーラーシステムには奨励
制度があります。
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　幕末・明治期の刀
と う
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で剣術家。三
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か わ

国岡崎藩（愛知県岡崎市）の家臣で刀工の家に生ま
れ、武

む

蔵
さ し

流を習得して藩主ならびに藩士の子弟の指
導にあたりました。幕末期に

父とともに江戸勤
き ん

番
ば ん

となり、城村（市内
城）出身の娘と結婚。維新後は城へ移住
し、刀剣を製作するかたわら近隣の子弟
に武芸を教えました。門弟が城地区に建
てた「有技磯谷先生之碑」は、現在は柳
瀬民俗資料館（亀ヶ谷）にあります。
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）や仏像を刻み、その下に
供養銘
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などを記しているものが多く、市
内では約300基が確認されています。最古
は山口来
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など当時の民間信仰
の様子がうかがえる板碑もあります。
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　市内山口の瑞
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岩
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じ

で毎年10月第２土曜日
に行われる獅子舞です。簓

ささら

と呼ばれる楽器が用いられます。江戸
時代の初め岩崎村の領主宇
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佐
さ

美
み

助
す け

右
え も ん

衛門が大坂冬の陣の帰途に京
都で３頭の獅子頭を求め、村の若者に稽古させたのが始まりとい
います。１頭の牝
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が争うストーリーで、
やがて争いを止め平和に舞い遊ぶというもの。岩崎獅子舞保存会
を中心に継承されています。

問い合わせ　生涯学習推進センターふるさと研究
　　　　　　☎２９９１‒０３０８ 5２９９１‒０３０９
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　「ドンドン、ドドドン、ピーヒョロロ…」どこ
からか聞こえてきた祭り囃子の音色に、思わず体
が反応してしまったことありませんか？地域のお
祭りでひかれる山車に乗り、笛や太鼓が掛け合い
にぎやかに演奏される祭り囃子。その祭り囃子の
流派のうち所沢で一番の主流が重松流です。『重

松流祭囃子』は、所沢で生まれ育った古谷重松が編み出し、所沢や西
多摩地方に伝えました。今回はその古谷重松生誕180周年を記念して
行われる『重松流サミット2010』の実行委員長で、重松流祭囃子保存
会・星の宮支部の発起人でもある小峯勝次さんをご紹介します。
　現在市内には15の重松流祭囃子保存会の支部がありますが、かつて
小峯さんの地元星の宮地区には支部がありませんでした。しかし、昭
和52年「星の宮も重松流祭囃子で活気づけたい」との熱い想いを抱い
た当時の町内会長さんをはじめとする10人で、『星の宮囃子同好会』
が発足します。その発起人の一人として名を連ねた小峯さんは、当時
最年少の24歳。「口伝で笛を教わったのですが、はじめは全く音が出
ませんでした。それから人けのないところで毎日夢中になって練習し
ました」 と当時を振り返ります。
　３歳から80歳近い方たちまでが一緒に演奏する祭り囃子は、伝統芸

能を伝え継ぐとともに、地域での世代間の交流が自然と行われる貴重
な機会にもなっています。小峯さんが指導した子どもたちは100人近
く。「伝統芸能『重松流祭囃子』を未来の世代に伝えていくことが私
の役割」と力強く語ります。
　こうして長らく地域で『重松流祭囃子』を受け継いできた小峯さん
たちの「伝統芸能といえども、時代に即したあり方を模索していく
ことが大切」という強い気持から実現したのが、『重松流サミット
2010』です。「長い歴史の中でも所沢市内外の重松流の団体が一堂に
会するのは初めてのこと。『重松流祭囃子』の発祥地、所沢で行われ
る今回のサミットを是が非でも成功
させたい」と小峯さんが意気込むサ
ミットは、６月６日㈰に地域の新し
い文化発信地、中央公民館で開催し
ます。地域をつなぎ、地域の中で大
切に受け継がれてきた、所沢生まれ
の伝統芸能『重松流祭囃子』。その
歴史に新たな１ページを刻む日、あ
なたも祭り囃子の音、じっくりと聴
いてみませんか?

野老っ子
ところところ

歴史まめ知識
ところざわ

❷
「太陽のエネルギーを利用しよう」

大丈夫？目指せ
　 低炭素化！　
　温暖化をとめよう

い

▲大輪のぼたんが咲き誇る多聞院
では、毘沙門様の化身である寅に
願いを請うお祭り「寅まつり」が
行われました。
 ５月１日㈯／多聞院
 （撮影：市民カメラマン・木村清貴）

小峯  勝次さん（星の宮囃子連）
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▲熱心に子どもたちを指導する小峯さん

地域の伝統を支える「重松流祭囃子」

　所沢市域にかかわる歴史的事項を50音順に紹介し
ています。今号は『い』です。

▲来
らい

迎
こう

寺
じ

の建長８年板碑

▲晴天のなか「第59回所沢市子ども写生大会」が開催されまし
た。子どもたちは、楽しい乗り物や新緑の美しい風景を色鮮や
かに描いていました。 

４月24日㈯／西武園ゆうえんち

▲元町地区で開かれた、まち開き記念イベント「ハーティア♡フェ
スタ」。ステージではキッズダンスなどが行われました。　
 ５月９日㈰／中央公民館など
 （撮影：市民カメラマン・佐藤清一郎）

▲見事な勝利を飾った埼玉ブロンコスのホーム最終戦。
「みんなが選ぶベストプレーヤー賞」の栄誉を手にした
清水太志郎選手のシュート！
 ４月25日㈰／所沢市民体育館
 （撮影：市民カメラマン・八木豪彦）
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